


マチアルキはARを使って情報発信ができる新しいツール。
ARは，場所や画像など，現実に存在している
ものに直接情報を加えて発信することが
できる最新の技術です。
ARを活用すれば，情報を分かり
やすく印象的に伝えることがで
きるだけでなく，情報に新しい
価値を与えることができます。

マチアルキは，ARの登録・作成から表示・視聴までが一つになったクラウド型のARプラット
フォームサービスです。タブレットやパソコンを使ってコンテンツを登録するだけで自動的に
AR化され，アプリを通してだれでも視聴することができます。

パソコンやデジタルカメラを使ってコ
ンテンツを準備します。マチアルキに
登録できるコンテンツは，動画，写真，
テキスト（文字）になります。

準備する

1

コンテンツを専用のWebサイトにアッ
プロード。タイトルや表示方法を決め
るだけで，自動的にAR化されます。

AR化する

2

AR化したコンテンツは１クリックで簡
単に発信できます。一部の人にだけ限
定的に発信したり，期間を決めて発信
したりすることもできます。

発信する

3

画像や写真，場所など，Webサイトで設定
した方法でアプリを利用すると，ARコンテ
ンツが表示されます。

見る・学ぶ

4

書籍やプリント，ポスターにスマートフォンや
タブレットをかざすと，デジタルコンテンツが
表示されます。

写真やイラスト（画像）に
デジタルコンテンツをプラス

風景や場所にスマートフォンやタブレットをかざすと，
デジタルコンテンツが表示されます。

風景や場所（位置情報）に
デジタルコンテンツをプラス

アプリ
タブレット・スマートフォン

ARを表示する・視聴する

アップロード ダウンロード

ARをつくる・登録する

webサイト
パソコン・タブレット



たくさんの学校，先生，子どもたちが，色々なアイディアでマチアルキを活用しています。子どもも先生も，
授業でもそれ以外でも，用途に応じて工夫しながら活用できる，まったく新しいICTツールで，新しい学び
を創造しませんか？

調べ学習や体験学習で学んだ内容をデジタルコンテンツにま
とめてARで社会に発信。ICT活用能力，企画力や思考力・表
現力の育成にも。

絵画などの制作過程，文化祭など，学校行事のようすをARに
して発信して，保護者と学校をつなぐきっかけに。
AR付学校だよりをつくって配布することも。

修学旅行や社会科見学などの校外学習でARを活用したり，地
域副読本と連携したりすることによって，従来の見学・体験
活動が主体的で豊かな活動に。

　下名小学校がある徳島県の山城地域には昔からの妖怪伝説がたくさん残っており，「妖
怪街道」という観光客向けの道沿いには妖怪のモニュメントがたくさん設置されています。
子どもたちは，以前から妖怪伝説について総合的な学習の時間に調べ学習をしており，こ
れらの学習成果をマチアルキのコンテンツとして利用し，山城地域を訪れた観光客に楽し
んでもらおうと計画し，公開しました。

本実践の実施にあたっては，市の観光課，道の駅や地元の施
設など数多くの方の協力を得ることができました。
子どもたちは様々な方と交流することで，地元に貢献してい
ることを自覚し，ふるさとを大切にする気持ちが高まりまし
た。コンテンツがメディアに取り上げられたことで，大きな
自信ができ，日々の活動がさらに積極的になりました。

徳島県三好市立下名小学校
「地元に伝わる妖怪伝説をめぐる 

─ 妖怪めぐりスタンプラリー ─」
活用事例

学校活動を保護者や
家庭に発信する02活 用 法

活 用 法

校外学習・修学旅行で
活用する04

子どもたちの学習成果を
社会に発信する01

毎日の授業に
ARをプラスする03

先生のコメント

教材やプリントにARをプラスしたり，これまでの指導にARに
よる活動をプラスしたり，マチアルキの活用でいつもの授業
が主体的・対話的で深い学びに。

活 用 法

活 用 法




